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第1章 緒 論

余 ノ・本論文前報 二於 テ健常海狽 二結核菌毒 即 チ

「ツベル クリ ン」ヲ連績的 二注射 セル ニ其 ノ臓 器

「ヴィタ ミン」C含 有量 ノ減 少 スル ラ認 メ、殊 二副

腎、脾臓等 ノ「ヴィタ ミン」Cテ 多量 二 含有 スル

臓器 ニア リテノ・著 明 二C量 ノ減少 テ招來 スル事

テ報 告 セ リ。其 際善 「ッベ ル クリ ン」ノ・基 ヨリ竺

ング氏培 基 二 培養 シテ作 リタル無蛋 白「ツベル

ク リン」一ヨ リテモ同様C量 ノ減少 スルテ確 謹

シ、更 二進 ミテ 「ツベル クロプロテイ ン」{1}テ純

梓 二化學的 二抽 出セル「ツベル クリ ン」P.P.D.

二於 テハ各臓器共爾著 明 二且鮮 明 二C量 ノ減少

ラ來 スヲ検知 シタ リ。 故 二余 ノ・襲 二山上(2)等 ガ

海狽臓器 「ヴィタ ミン」C量 ノ・實験 的二 結核 二 感

染 セ シムル事 二 依 リ著 明二 減 少 ス ト圭張 セ シ

ガ、結核 二感染 セ シムル事 二依 リテ各臓 器 「ヴィ

タ ミン」C量 ノ減少 ラ來 セル要素 ノ・、結核菌毒 中

ノ圭 トシテ皮膚反磨 テ 呈 セル「ツベル クロ プロ

テ ィ ン」ナ リ ト論 ゼ リ。

最近Prausnitz,Schilf,(3⊃Bieling(41等 ノ・結核盟

二於 ケル 「ツベル ク リン」感作 ト「ヴィタ ミン」C

ト ノ關係 テ報 ジMartin,(5,Simon(61等 ノ・「ヴィタ

ミン」Cラ 多量 二 投與 スル 事 二依 リ結核感染 海

狽 ノ「ッベ ル クリ ン」皮膚 反慮能力 ノ・減弱 ス ト唱

シ、我 ガ教室 二於 テモ坂 本、鶴崎(7,等 ハ 同檬 ノ

事實 二就 テ實験 圭張 シ、Schneider,Widmann〔8⊃

等 ノ・「ヴィタ ミン」Cラ 結核治療 上 二 癒 用 セ ン ト

試 ミタリ。

弦 二於 テ余 ハ結核感染 海狽 二「ツベル クリ ン」ラ

注射 シ、臓器 ノ「ヴィタ ミン」C量 ラ精 査 シ、結 核

感染個罷 二特異 的毒物 ナル 「ツベル クリ ン」ノ結

核動物 「ヴィタ ミン」C代 謝 二 及 ボ ス影響 ラ窺知

セ ント企 テ本實験 テ行 ヘ リ。

第2章 實験方法

實 験動物 トシテノ、600瓦 内外 ノ健常雄海狽 ラ選

ビ、人型結核菌株(上 池菌株)0.02mgテ 腹 腔 中

二接種感染 セ シメ、何 レモ前報 ト等 シクー定食、

豆腐粕80瓦

水 茱20瓦

ヲ以 テ連 日飼育 シ、5週 間 ラ経 テ之 ラ2群 ニ シ、

一群 ノ・注射群
、他群 ハ封 照群 二分 チ、注射群 ニア

リテハ各種 「ツベ ル クリ ン」即 チ菖 「ツベル クリ

ン」、ロング(9無 蛋 白培 地 二人型菌(上 池 株)ラ 培

養 セ シメ、 之 ヨ リ得 タル培 養濾液 ラ以 テ製 セ ル

無蛋 白「ツベ ル クリ ン」及 ビ「ツベル クリ ン」P.

P.D.テ 用 ヒテ行 ヒタ リ。

感染 二用 ヒタル結核 菌(上 池株)ハ 「グリセ リン」

馬鈴薯培養基 二3週 間登 育 セシメテ後 本菌 テ秤
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量 シ、滅菌食盤水中二俘游 セシメテ之テ腹腔内

二注射 シ、試験方法ノ・何 レモ第1報 二記載 セシ

方法 ト同 ジク海瞑 ラ出血致死 セシメテ後解剖

シ、各臓器 テ可級的速二取出 シ之 ラ秤量後石英

粉 テ以 テ孚L鉢中ニテ撹搾粉碑1シ、 「インドフェ

ノー ル」法(10)テ以 テ測定 シタ リ。

爾成績 ノ正確 テ期 スル爲 メ前報 ト同 ジク全試験

テ通 ジ封照群 ト注射群 ヲ1匹 ヅツ同一 日中二C

量 テ測定比較 スル コ トトセ リ。

第3章 實験成績

余 ノ・本實験 テ爲 スニ當 リ前報 二於 テ特 二留意 セ

シ食飼的影響11)ノ重 大 ナル テ考慮 シ、叉禮重 ノ

注射 ノミニ起 因 スル減少 ラ注 意 セ シニ、余 ノ用

ヒシ注射量 ニアリテノ・客観的二何 レモ食慾ハ可

良ニシテ定食 ヲ全食 シ且禮重 ノ減少モ生理的動

揺 ノ範園二止ルテ観 タリ。

第1節 奮 「ツ・ミノvク リ ン」(傳研)注 射 二依 ノレ結 核戚染 海 狽臓 器

「ヅィタ ミンー]C量 二就 テ

余 ノ・最初 本實験 二於 テ 其 ノ致死量 テ 検 セ ント

シ、先 ヅ2頭 テ選 出 シ健常海狽 二用 ヒテ何等無

害ナ リシ蕗「ツベル クリ ン」5倍 溶液0・1醒(0・02

瓦)子 海瞑腹腔 内二 連 日注射 セ シー第1表 二見

ルガ如 ク「ッベル クリ ン」中毒 症歌 テ惹起 シ、 登

第1表 0.T.(傳 研)注 射ニヨル結核感染海狸臓器VitaminC量

熱 、落涙、輕度 呼吸困難、無 慾症状 テ以 テ5日

乃至6日 目ラ経 テ何 レモ艶 死 セ リ、依 ツテ倍量

稀繹即 チ10倍 溶液0.1延(0.01瓦)テ 以 テ連 日

注射 セシニ前同 ト同機種 々 ナル中毒 症状 テ以 テ

7日 目二致死 シ、更 二10倍 ・稀繹即 チ50倍 溶 液

人型菌(上 池株0.02mg)

海x番 劉 α丁謝 量 脛 過i 症 状

37

38
39

130

5×

5×

10×

50×

0.1ac

O.1qq

O.1ac

O.1ac

注 射 群

αα 6日 目死亡
匡熱繊 無慾矧耀 度呼

qq 5日 目死亡
一"

cc

『

7日 目死亡 1,,

一

C.C 8日 目死亡 1"

()ノ ・臓 器 重 量(mg19)

海
狸
番
號

40

41

42

46

47

48

亭均

注

劉壽樺
10×1610

0.1cc

重

640

「漏

,,緬

,,

610

625

580

540

535

610

580

550

注射
終了
時

585

扁

騙

「繭i

区
540

肺
臓
結
節

肺

臓

経

過

楊壁

「
㎝
間けロ
ロ
ロ

3
連

0.088(柵)

　　 　 　 　 　　

0.08gI(十)

0.087(十)

・.・5d(惜)

0.102

0.096

(++)

脾 脾

臓

結

臓 節

0.2031(柵)1

(0.7」 肥 大

0.136(督 十)

(0.6)

葡

(0.5)

0.218

(0.9)

0.126

(0.6)

蹴
遡
繊
繊

肝 鵬

臓 髄

0.132

0.096

0.100

0.068

0.071

1611癒b.・23

0・206: 0.098

0.110

0.145

0.068

0.107

0.096

O.106

0.105

腎

臓

0.037

0.035

0.048

0.071

0.041

0.078

0.051

睾 副

丸

0.102

0.105

0.099

0.096

0.106

0.087

0.099

腎

0.319

(0.4)

0.346

(0.9)

0.471

ぐ0.4)

0.417

0.351

0.306

0.368
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封 照 群

海
狸
番
號

43

一

44

45

b

49

一 一

50

51

亭均

無

虜

置

結

核

感

染

群

膣 重

投與時

610

545

625

075

006

056

注 射
開始時

590

545

640

510

580

600

注 射
終了時

580

540

630

510

570

560

肺

臓

0.067

0.112

0.094

0.110

0.084

0.084

0.091

肺
臓
結
節

(十)

(十)

1'什)

(十)

(++)

(++)

脾

臓

0.193

(0.5)

0.207

(6.0)

禰

璽

0.226
(0.8)

0.204
(0.6)

0.281
(0.9)

0.2061

脾臓

結
節

(惜)

巫
(冊)
肥大

肝

臓

0.062

0.105

鋤 ・…9
(刊十)10

.097

型 剖_

墨踵
(柵)0 .105巫

0.094

髄

0.151

0.103

0.102

0.130

0.136

0.146

0,128

腎

臓

0.092

0.103

0.108

0.071

0.070

0.061

0.084

睾

丸

0.092

0.103

0.108

0.071

0.070

0.060

0.084

言
国

腎

0.327

(0.335)

薇

璽
0.611

(0.4)

0.223

(0.4)

禰

璽

0.372
(0.32)

0.374

心

臓

」

0,033

0,019

:
0,012

0,018

0.020P

O,016

0,019

0.1彪(0.002瓦)テ 以 テ 連 日注 射 シタルニ 同檬

症状 ラ以 テ8日 目二死亡 セ シ故、以上 ノ量 テ用

ヒテ連 日10日 間注射 セ シムル 事 ノ・到底不可能

ナル テ検知 シ、10倍 溶液0.1彪 テ3日 間連綾 注

射 シ、24時 間 テ経 テ 其 ノ臓器 「ヴィタ ミン」C量

ヲ測定 セ リ。

解剖 スル ニ脾臓 ノ・何 レモ良 ク結核 二感染 シ、充

血、肥大 テ來 シ、 肉眼的 二全面無数 ノ結節 テ以

テ被 ハ レ、肝臓 ノ・結節程度前者程甚 シカラズ、

且大 キサモ何 レモ尋常 ナル テ観 タ リ.

其 ノ成績 テ通覧 スルニ第1表 二示 スガ如 ク副腎

ニア リテノ・李均債 ノ・注射群 ニ アリテノ・0.368

mg/9封 照 群 ・・;一.アリテノ・0.374mg/9一 シテ殆

ン ドー致 シ、脾臓 ニア リテノ・前者、後者共 二全

クー致 シ、又他 ノ臓器 即 チ肝臓 、磯髄、 腎臓 、

睾丸、肺臓、心臓等 二於 テモ殆 ン ド雨群 ノ李均

償 ノ均等 セル テ検知 セ リ.即 チ全臓器 チ通 ジ注

射群、封 照群 ノ間 ニハ何等特異 的 ノC量 ノ攣動

ハ認 メ ラレズ。

第2節 無 蛋 自 「ツ・ミル ク リ ン」注 射 ニ ヨノン結核 戚染 海狽 臓 器

「ヴィタ ミン」C量 二就 テ

余 ガ ロング氏無蛋 白培地 二人型 菌(上 池株)ヲ6

週 間培養 セ シメ其 ノ濾液 テ以 テ「ッベ ルク リン」

テ製 シ、 之 テ嚢 二余 ガ菖 「ツベル ク リン」テ以 テ

結核感染 海狽 二用 ヒタル量 ヨ リ之 テ皮膚反磨能

カ ー ヨリ換算 シ、帥 チ前報 二於 テ余 ガ 製 セル無

蛋 白 「ツベル ク リン」ガ薔 「ツベ ル クリン」ノ大約

5分 ノ3ノ 反慮能力 テ有 セル コ トヨリシテ、 本

實験 二於 テノ・前 同 ノ薔 「ツベル クリ ン」二用 ヒ シ

10倍 稀繹 ノ5分 ノ3稀 繹濃度、 即 チ6倍 溶液

0.1廷(0.016瓦)ヲ 前 同 二倣 ヒ3日 間連 日腹腔

内 二注射 シ、24時 間 ラ経過 セ シメテ臓器 「ヴィタ

ミン」C量 テ封照群 ト共 二同一 日二 測定 シ比較

セ シニ、其 ノ成績 ノ・第2表 二示 セルガ如 ク、 副

腎 ニア リテノ・前者 ノ0.306mg/9二 封 シ後 者 ノ

0.303mg/9、 脾臓 ノ0.147mg/9二 封 シ後 者 ノ・卒

均慣0.155mg/9ニ シテ、他 ノ臓器 ニ アリテモ殆

ン ド雨者 ノZF均 慣 ノー一致 セル テ認 ノ、雨者 ノ間

ニハ明瞭 二何等 ノ特種的C量 ノ愛 動 アリ トノ・考

へ得 ラレズ
。
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第2表 無 蛋 白Tuberculin注 射 ニ ヨルi結核 感 染 海 狸 臓 器VitaminC量

注 射 群.()ノ ・臓 器 重 量(mg19)人 型菌(上 池 株0・02mg)

海
猿
番
號

120

121

122

123

準 均

注

射

量

髄 重

6×

0.1cc.

諜與灘 學
540

600

600

旨_

590

560

590

580

550

550

575

520

535

過

3日 間

連 日

,,

肺

臓

0.088

0.138

0.066

0.089

0.095

肺
臓
結
節

(+)

(十)

(+)

(±)

脾

臓

0.108
(0.3)

0.125
(0.7)
0.173
(0.6)

0.183
(0.43

0.147

脾
臓
結
節

肝

臓

(・1・1・1・)1…6・

(柵)0.064

(柵)

(冊)

一繭

0.088

0.086

髄

0.144

0.122

0.138

石露

0.144

腎

臓

0.050

0.050

睾

丸

0.142

0.130

0.0530.148

0.060

0,0530.140

冒
田

腎

副
腎
重
量

0.2・dO.8G
I

0.3840.43G
5

0.311

0.320

0・306j

0.6G

0.4G

i封 照 群

肺

臓

経

過

重盤

射
了
注
終
時

射
始
注
開
時

與投
時

核
感
染
群

無
塵
置
結

海
猿
番
號

脾

臓

肺
臓
結
節

腎

臓

携

髄

肝

臓

脾
臓
結
節

心

臓

副
腎
重
量

副

腎

睾

丸

124

125

126

127

卒 均

680

690

560

550

675 630

-

680

530

0,102 (+)
0,128
(0.8) (柵)

(柵.1

(+D

0,122 0,142 ・.・52i・,・3・ 0,355 0.63G 0,016

680 0,108 (十)
0,129
(0.6)

0,080 0,200 0,050 0,160 0,258 0.6G 0,013

545 0,102 (±)
0,199
(0.6)

0,083 0,104 0,063 0,100 0,400 0.43G 0,014

520 500 0,088 (±)
0,166
(0.73) (冊)

0,079 0,108 0,058 一 0,201 0.5G

一

0,013

0,100 0,155 0,091 0,138 0・0551 0,130 0,303 0,014

e

第3節 「ツ〈ミノレク リ ン」P.P.D.注 射 ニ ヨノレ結 核 戚 染 海 狽 臓 器

「ヴィタ ミ ン」C量 二就 テ

本實験 二當 リテ余 ハ「ッベル クリ ノ」P.P.D.ノ

結 核感染海狽 二封 スル毒力 ノ未知 ナル テ以 テ、

先 ヅ3頭 テ選 出 シ襲 二余 ガ健常海狽 二用 ヒテ無

害 ナ リシ量、 即 チ0.05mgテ 用 ヒテ腹腔 内 二注

射 セ シへ 第3表 二示 セル ガ如 ク注射後2時 間

乃 至3時 間 テ経過 セル後急劇 ナル呼吸困難、食

慾不振 、禮温上昇、落涙檜加、 下痢 症状 テ來 シ、

最後 二「シヨック」症状 テ以 テ死亡 セ リ。更 二其 ノ

倍量 ノ0・025mgテ 以 テ3頭 テ塵 置 セル ニ 第3

表 二於 テ観 ルガ 如 ク何 レモ4時 間乃至24時 間

テ経 テ致死 ヒリ.

依 ツテ余ハ「ツベル ク リン」P.P.D._ア リ テモ

結核感染 海瞑 二封 シ相 當劇 烈 ナル毒力作用 ラ呈

スルテ知 リ健常海瞑 二用 ヒ シ量 ノ10分 ノ1量
、

即 チ0・005mgテ 以 テ結 核感染梅猿腹腔 内 二注

射 シ、10日 間注 射 テ連 日績行 シ、最終注射 ヨ リ

24時 間 テ経 テ臓器C量 テ測定 セリ
。

其 ノ成績 テ観察 スル ニ第3表 二示 セルガ如 ク副

腎 二於 テハ共 二 〇.414mg/9、0.416mg/9テ 示

シ、雨者殆 ン ド卒均 償ノ・均等 シ、脾臓 二於 テノ・

注射群 ノZF均 慣0.162mg/9二 封 シ封 照群 ニ ア

リテノ・0.156mg/gテ 示 シ其 ノ債殆 ンドー定 シ、
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他 ノ肝臓 、磯髄、睾丸、肺臓等 二於 テモ殆 ン ド ズ、一括 シテ各臓器 ノ「ヴィタ ミン」C量 ノ・注射海

雨卒均償 ノ合致 セル テ認 メタ リ.狸 拉 二封 照海狽 ノ間 二於 テ何等注射 二依 ル攣化

腎臓、 心臓 等 二 於 テモ 雨 者 ノ憂・化 ハ 認 メ ラレ ノ・明 二認 ノルラ得 ザ リキ。

第3表TuberculinP.P.D.注 射 ニヨルi結核感染海猿臓器VitaminC量 人型菌(上 池株0.02mg)

海x番me1P・P・D・ 注射量 睡

78

79

80

室1
82

119

0.05mg

O.05mg

O.05mg

O.025mg

O.025mg

O.025mg

注射群

過1症

三時間後死亡 陛吸困難・食慾不振・=落涙・盟温上昇

二時間後死亡

,,

四時間後死亡

一 日後 死 亡

一 日後 死 亡

( )ノ、臓 器 重 量(mglg)

1

1

歌

昇上温盟楓落振
90

99

"

99

99

海
猿
番
號

注

射

量

髄 重 輕

過

晦

臓

肺
臓
結
節

脾

臓

脾
臓
結
節

肝

臓

腰

髄

腎

臓

ol塞

丸

}

副

腎

副
腎
重
量

心

臓時
投與離 欝
時 蒔

83
0.85
mg 一

655

620i605 572

-

635

-

560

635

『

650

-

552

,一

00日 間
連 日

0.11(十)

-
0.101(什)

0,157
(0.8)(++)

0,088 …931…931…32
「0
,397 0.4G 0,022

84 ,, 650 ,,

0,164
(0.5)(十)

0,078 0,078 0,043 0,119 0,320 0.33G 0,013

85 ,, 600 555 ,, 0.104(++)
1

0,145
(0.7)(柵)

0,112 0,112 0,075 10,1010,315 0.4G 0,012

86 ,, 600 665

『

650

575

1

"10・076 (十)
0,147
(1.0)(柵)

0,059 。.。5gl。.。3、 0,121 0,431 0.32G 0,016

87 ,, 655

-

550

,, 0,117 (十)
一

(一)
一

0,176
(0.62)(帯)

0,093 0,093 0,061 0,102 0,327 0.5G 0,016

88

一
卒均

,, ,, 0,169
0,183
(0.5)
i璽
0,115 0,115 0,038 0,166 0,507 0.3G 一

一l

l

「

1 0・114ilO・162!
10,084

0,084 0,055 0・12310・414 0,015

封 照 群

陵
叢

i
無

慮

置

結

核

感

染

群

盟 重 肺

臓

肺
臓
結
節

脾

臓

脾
臓
結
節

肝

臓

贋

髄

腎

臓

睾

丸

副

腎

副
腎
重
量

心

臓
投與
時 離欝時1時

89 625 640

-

640

610

530

-

545

-

540

620

-

635

605

530

-

520

-

505

一

0,094 (十)
0,155
(0.9) (柵)

0,076 0,073 0,040 0,128 0,451 0.4G 0,012

90 610

620

-

550

-

555

-

560

一

0,088 (+)
0,130
(0.6) (++).

0・109i

●

0,102 0,064 0,121 0,311 0.6G 0,013

91 0,173 (柵)
0,164
(0.4) (+)

0,105 0,095 0,056 0,106 0,485 0.38G 0,012

92 0,080 (十)
0,144
(0.7) (帯)

0,069 0,103 0,049 0,108 0,310 0.25G 0,030

93 0,056 (十)
0,169
(2.1) (柵)

0,079 0,103 0,058 0,132 0,486 0.4G 0,013
一一

94 0,042 (一)
0,171

(0.3ン
(柵) 0,098 0,127

1

0,066 0,109 0,483 0.35G 一

一

亭均

一

0,105 0,156 ・.・921・.… 0,048 0.1117 0,416

　

0,016
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第4章 観 察

以上 ノ各種 「ツベル クリン」注射 ニヨル結核感染

海 瞑臓 器「ヴィタ ミン」C量 テ観察 スルニ、薔 「ツ

ベル クリン」、無蛋 白「ツ〈ごル ク リン」及 ビ「ツ〈ご

ル クリン」P.P.D.ノ 何 レノ注 射 二於 テモ實験的

結 核感染海瞑 ニ アリテノ・余 ノ行 ヘル範 園 ノ連綾

注 射實験 二於 テノ・、 各々封 照群 二比 シ何 レモ臓

器 「ヴィタ ミン」C量 ノ・合致 シ、注射、封 照雨者 ノ

間 二於 テ明 二何 等 ノ「ツベル クリン」注射 二依 ル

C量 ノ攣動 ノ・認 メラ レズ、即 チ「ヴ、タ ミン」C代

謝 關係 二於 テ結 核感染海復 ニア リテハ「ツベル

ク リン」注射 ニヨ リ何等 ノ特異的代謝障碍 ハ 起

リ得 ズ ト結 論 スルテ得。

本成績 ノ・第1報 二於 テ「ツベ ル クリン」ガ健常海

狽 ノ「ヴィタ ミン」C代 謝 二著 シキ 影響 テ來 ス ト

ノ成績 トー見全 ク翻 齪}ス ルモ ノ ノ如 ク 見ユル

モ、嚢 二余 ガ検知 セル「ッベル クリン」ノ直接量

的關係 ノ影響 ナキ事實 ヨ リシテ、 コノ・結核感染

二依 リ各臓 器組織 二於 テ菌膿 自身 二依 ル
、即 チ

第4表

一種 ノ自家 「ツ〈ごル ク リン」ニヨ リ感 作 セ ラレタ

ル結 果、其 ノ臓器組織 ノ「ヴィタミン」C'12固 定能

ガ ハ著 シク減弱 シ爲 二 更 二 外部 ヨリ「ツベ ルク

リン」テ注射 スルモ 之 二依 リ直接 各臓器 ノ、「ヴィ

タ ミン」C代 謝障碍 テ來 サザル モ ノト読 明 スペ

キモ ノノ如 シ。

次 二各結核感染海瞑 二 於 ケル 臓 器 「ヴィタ ミン」

C量 テ各封照群 二於 テZF均 シ、更 二総卒均 債 テ

求 メ、 第4表 トシ之 ヲ観察 シ、試 二余 ガ同時 二

健 常海瞑 二於 テ其 ノ臓器C量 ノZF均 テ求 メ シ成

績 テ第5表 トシ之 テ比較 セバ、一 見 シテ明 二結

核感染 海瞑 ニア リテノ・健 常海瞑 二比 シ各臓器C

量 ノ李均償 ノ・減少 ヲ示 シ、殊 二著 明 二副腎、脾

臓等 二於 テ減少 テ來 セル事實 テ認 メ得。 コハ全

ク襲 二西垣、 山上等 ガ 人結核 ト「ヴィタ ミン」C

「13)代謝 的關係 二於 テ比較 的近 キ關係 ニ アル海瞑

ニ アリテ、實験 的 二結核 二感染 セ シムル事 二依

リ著 明 二各臓器 「ヴィタ ミン」C量 ノ減少 ヲ 招來

結核感染海狸臓器VitaminC量(mglg)

鰭 薫矯 肺 臓 脾 副 肝 臓"騨 陪 臓 睾 丸 副 剛 心 臓
0.丁 群 亭 均0.0910.2060.0940.128 0.0840.0840,374 0,019

RRD.群 平 均0.1050.1560.0920.100
-一 一

0.0480.1170,416 0,016

無 蛋 白群 干 均0.1000.1550.0910.138 0.0550.1300.303' 0,014』
総zF均0.09910.1720.0920.122 0.06210.1100,364 0.0161一

第5表 健常海狸臓器VitaminC量(mg19)

歴(Gr)

一

肺 臓 脾 臓 肝 臓 鵬 髄 腎 臓 睾 丸 副 腎 心 臓融 翻
610 0,095 0,256 0,142 0,219 0,080 0,205 0,703 O,029 1

600 0,110 0,193 0,133 0,206 0,077 0,227 0,666 0,037 2

560・ 0,071 0,315 0,118 0,255 0,066 0,231 0,663 0,022 3

620
一

〇,129 0,199 0,111 0,247 0,105 0,238 0,520 0,022 4

610 0,140 0,249 0,105 0,160 0,094 0,224 0,472 0,033 5

600
一

0,080 0,270 0,175 0,153 0,109 0,199 0,420 0,021 6

620 0,126 0,241 0,103

0,127

一

〇,147 0,092 0,173 0,568 0,019 7

0,107 0,246 0,198 0,089 0,214 0,573 0,026 総雫均

ス ト提唱 セ シ事實 ト全 クー致 セル所 ナ リ.

次 二余 ノ實験 ニ アリテノ、「ツベル クリ ン」中 ノ致

死毒素(Todstoff)テ 限 外濾過 二依 リテ除 去 シ、

圭 トシテ皮膚反癒物 質 テ 呈 ス 「ッベル クロプロ

テイ ン」テ純 梓 二抽 出 セル「ツベル クリン」P.P.

D.ニ ア リテモ、余 ガ前報 二於 テ 用 ヒ シ量即 チ

0.05mg拉 二 〇.025mg-■ 結 核 感染 海狽 二注射

セ シメバ、健常 海猿 二於 テノ・之 テ用 ヒ殆 ン ド無
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害 ナ リ ト思考 サル量 ニ ア リテモ結核 感染 海猿 二

於 テノ・何 レモ毒 素 二錦因 スル 特有 ナル 「シヨッ

ク」症状 テ以 テ艶死 セル事實 ヨリ、 「ッベル クリ

ン」P・P・D・モ結核感染海狽 ニア リテハ何 レモ租

當 ナル毒物 的作 用 テ呈 ス ト結論 シ得 ベ シ。

第5章 結 論

1.結 核 感染 海狽 二 結核菌 毒各種 「ツベル ク リ

ン」テ致死量以 内邑 連 日注 射 セ シムルモ 各臓器

「ヴ.タ ミン」C量 ノ・直接著 明 ナル 影響 テi蒙ルモ

ノニ非 ズ。本成績 ノ・襲 二余 ガ報 告 セル健常海猿

テ以 テセルモ ノ・トー見全 ク趣 テ異 ニス。 コノ・余

ガ第1報 二於 テ試 ミタ リシ「ツベル ク リン」ノ直

接量的 關係 ノ影響 ナキ事實 ヨ リ、結核感 染 ニ ヨ

リ臓器組織 二於 テ 菌禮 自身 二 依 ル ー種 ノ自家

「ツベル ク リン」ニ ヨ リ感作 セラ レタル結果
、其

ノ組織 ノ「ヴィタ ミン」C固 定能力 ノ・著 シク 減弱

シ外 部 ヨリ更 二「ツベル ク リン」テ注射 スル モ之

二依 リ各臓 器 ノ・直接 「ヴィタ ミン」C上 ノ代謝 障

碍 テ來 サザルモ ノ ト説 明 スベ キナ リ.

2.實 験 的結核海猿 ニ アリテノ・健常海狼 二比 シ

著 シク各臓 器 「ヴィタ ミン」C量 ノ・減 少 シ、 「ツベ

ル ク リン」P.P.D.ニ ヨ リ健常 海狽 二於 テノ・外

観 的 二殆 ン ド無害 ナ リ ト思 考 サルル量 二於 テ既

二強 キ毒物 的作 用 テ呈 ス
。

欄筆 スル ニ恩 師今村教授及 ビ西垣博 士 ノ御 懇篤.

ナ ル御教示御校 閲 テ深謝 ス。
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